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市川市高齢者福祉計画･介護保険事業計画（平成２７年度～２９年度） 

骨子案についてのパブリックコメントの実施結果 

                            市川市 福祉部 高齢者支援課  

             

○期間 平成２６年１０月２７日（月）～平成２６年１１月２５日（火） 

○意見を提出していただいた方の人数及びのべ件数 

・インターネットによるもの     １人   延べ   ２件 

・高齢者支援課に提出によるもの   ２人   延べ   ３件 

・郵送によるもの          １人   延べ   １件 

・その他              １人   延べ   ２件 

合計                ５人   延べ   ８件 

 

（１）計画に関する意見 

№ 意   見 市の考え方の方向性 

１ 特別養護老人ホームや

医療に関して、行徳・南行

徳・妙典地区にも目を向け

て欲しい。 

 

特別養護老人ホームの整備は、市全体を一つの圏域として捉

えて民設民営で進めているが、地域密着型の定員 29 人以下の

特別養護老人ホームについては、地域性等も十分に考慮し、整

備を進めていく。また、行徳・南行徳・妙典地区に限らず、市

内全域において、医療と介護の両方を必要とする状態になって

も住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、在宅医療・介護連

携を進めていく。 

２ いきいき健康教室等は、

地区によっては少ないと

ころもあるかと思うが、場

所を確保して平均化を望

む。 

 

いきいき健康教室は、地区による偏りが生じないように、市

内の幅広い範囲で会場の確保に努めているが、駅周辺など利便

性が高い場所は申し込みが多いため、倍率が高くなる傾向にあ

る。今後、一般介護予防事業を推進するにあたり、より身近な

場所で介護予防が行えるよう、地域の様々な主体への支援を行

っていく。 

３ 独居高齢者に対し、都内

で行っている「福祉電話」

「見守り訪問」を施策に加

えて欲しい。 

独居高齢者に対する取り組みとして、「地域ケアシステムで

の安心支え合いネットの配布」「民生委員による訪問」や、「市

川市見守り活動に関する協定」による見守り活動を推進してい

く。また、「見守り訪問」は、今後、地域包括支援センターに

よる地域の高齢者の実態把握を通して検討していく。 
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４ 骨子案では地域包括ケ

アシステムを推進してい

くための総合的な姿が見

えてこないため、基本目標

２「生活支援」と基本目標

３「医療・介護」を一体化

させた総合事業としてま

とめ、基本目標１「予防」

と基本目標４「住まい」に

示されている具体策は、必

要最小限のものに限定し

て計画に盛り込むのがよ

いのではないか。 

総合事業への取り組みは、地域包括ケアシステムの推進のた

めの重要な要素なので、各施策・事業間で連携をとって進めて

いきたいと考えている。 

なお、本骨子案では、地域包括ケアシステムの推進という基

本方針を達成するため、地域包括支援システムの重要な構成要

素である、「医療」「介護」「予防」「住まい」「生活支援」とい

う５つのキーワードから、密接な関係にあって区分することが

難しい「医療」と「介護」を一つにまとめた４つの基本目標を

設定している。 

また、地域包括ケアシステムの第６期計画内の到達イメージ

として、新たに「第６期計画の取組み」という章を加えている。

５ 施策の推進にあたって、

国の予算ができるだけ使

えるよう考慮して欲しい。 

国や県の助成制度等は有効に活用したいと考えている。 

６ 基本目標２生活支援の

「福祉コミュニティづく

り」に「ケアカフェいちか

わ」を盛り込んではどう

か。 

基本目標３「医療・介護」第１節在宅医療・介護連携の推進

の２「在宅医療・介護連携推進事業」の中で「在宅医療・介護

連携の課題の抽出と対応の協議」として、医療福祉従事者が一

堂に会し、在宅医療における連携上の課題や対応策の検討、学

習会を行なっていくこととしている。この取り組みの中で、「ケ

アカフェいちかわ」の活動を参考にしたいと思う。 

※ケアカフェいちかわ：地域包括ケアの充実を目指した医療

者･介護者･福祉者の集まりで相談場所の提供をしている 

７ 「在宅医療・介護連携の

推進」について、今後、市

川市でも情報共有システ

ムを導入していく際には

協力したい。 

「在宅医療・介護連携推進事業」の中の「在宅医療・介護サ

ービスの情報の共有支援」において、平成２４年度よりインタ

ーネット回線を利用したネットワークシステム（多職種連携地

域包括ケアシステム）を整備し、進めている。今後、拡大して

いく予定であるため、支援者には協力のお願いをしていく。 

 

（２）「その他全般」に関する意見 

№ 意   見 市の考え方の方向性 

８ 地域住民との交流会に

この計画の説明に来て欲

しい。 

平成２６年１２月～平成２７年３月に開催を予定している、

地域ケアシステム推進連絡会等で、計画に関する説明をしてい

く予定である。 

 

※ いただいたご意見は、要約して掲載しています。 


